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接頭辞gaー を持つゴート語の動詞 (1)
塩見浩司
0. 
現代ドイツ語のアクセントのない動詞の接頭辞のなかで geー という接
頭辞は非常に興味深いものである．今日この接頭辞はその生産能力を失
ぃ，過去分詞形成のための記号的要素になっているが，かつては「他のど
の小詞(Partikel)よりも頻繁に」 1動詞に結合させられていたのである．
本論考ではこの接頭辞がまだ造語手段として頻繁に現れていたゴート語
に焦点をあて， gaー を接頭辞としている動詞のうちからいくつかを選び出
し，その意味及び形態について統計的に考察を進めていきたい．なおゴー
ト語の語彙資料収集のために使用したのはシュトライトベルクの『ゴート
語の聖書』らケーブラーの『ゴート語辞典』 3 である．
1. 
gaー 動詞の具体的な分析に入る前に我々はゴート語動詞の相に簡単に
触れておく． クラウゼの『ゴート語ハンドブック』4及びシュトライトベ
ルクの『ゴート語のシンタクス』5を参照しても明らかなように， ゴー ト
語の動詞はそれが表す行為の成り行きによっていくつかの相に分けられ
るが，ここではシュトライトベルクによる分類に倣うことにする見
1. 起動相 (dieinchoative Aktionsart) 
「ある状態から他の状態へと徐々に移行していく過程を示す．」
2. 継続又は不完了相(diedurative oder imperfektive Aktionsart) 
「途切れることなく継続する行為を示す．」
3. 完了相 (dieperfektive Aktionsart) 
「完結する瞬間に目を向ける形でその行為を示す．」
(Streitberg 1981, S. 38-39) 
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これらは語彙的意味による分類であるが，ここで注目すべきことがある．
それは「完了相化 (Perfektivierung)の手段はゴート語においては複合
である． （中略）複合された動詞のほとんど全部が完了的」 (Ibid.S. 39) 
だという点である7. すなわち完了相動詞のほとんどが接頭辞を持つのだ
とすれば，ヴィルマンスが接頭辞の中でも gaー は際立って多用されてい
る (Wilmanns1930, S. 137)と述べていることから，この接頭辞は完了
相動詞の形成にもかなり与っていたであろうと思われるのである．
2. 
次に視点を変えて，接頭辞 gaー の意味についてであるが，これは元々
は「随伴的 (soziativ)」（Ibid.S. 167)な意味を持っていたらしく，ラテ
ン語の con-,,zusammen,mit"に対応している8．確かにこの接頭辞を
持つ動詞には随伴的意味が見られることがある，．しかし語彙資料を調べ
てみると，この意味の gaー は多数派ではないのである．
実際これまでの調査で明確になっているのは， 圧倒的多数の gaー 動詞
は完了相であり，この接頭辞は完了相を形成する機能的意味も持っていた
らしい点である．
この機能的な意味はどうやら後にこの接頭辞が獲得したもののようであ
る．語源的にはこの接頭辞は独立した語であったのだが叫ゴート語にお
いてすでに本来の意味が薄れ，ほとんど意味のない，記号的な性質を持つ
ようになり，それゆえに完了相動詞を派生させる手段へと変化していった
と考えられるのである庄そして， ゴート語の gaー 動詞には随伴的意味
のものも確認されているのであるから，これは記号的要素へと変わって行
く過程にある接頭辞と見なせるであろう．
以上のことを踏まえた上で我々は gaー の具体的な分析に入って行きた
しヽ．
3.1. 
まず今回の調査で最も数が多かった gasailuan(erblicken)から見て
行きたい．これは全部で159箇所に確認できた庄
?
1) ik patei gasalu at attin meinamma rodja, 
私は私の父の所で見たことを話している，
2) ei sailuandans ni gasailuaina, 
目で見る者が見ないように，
(Joh. 8, 38) 
(Luk. 8, 10) 
3) jah gasailuands ina sunsaiw sa ahma tahida ina; 
(Mrk. 9,20) 
彼を見たとたんその霊は彼を連れ去った
4) jah gasalut ina jah saei rodeip mip pus; sa ist. Qoh. 9, 37) 
そしてあなたはその者を見たのだ，そしてあなたと話している者が
その彼なのである．
5) akei qap izwis patei gaseluup mik jah ni galaubeip. 
Qoh. 6, 36) 
しかし私はあなたがたに，あなたがたは私を見たのに信じないと言
った．
まず gasailuanの gaー は全て完了相的意味を持つ．上の例はその中でも
特にその点を理解し易いと思われるもののいくつかである．例文3では問
題の動詞は現在分詞で現れており， ,saahma"を修飾している．「彼を
見たその霊は」と解せるが，見るという行為がその瞬間に完結しているの
は誰の目にも明らかであろう．例文2は「目で見る者たちが見ないように」
ということであるが， ,,sailuandans"（目が見えている者たち）が継続的
な相を示しているのに対し， gaー が見てとるという完了相を呈しているの
が明確となっていると言えよう．また例文 1,4, 5であるが，ここでは過
去時制で現れていることとも相まって完了相がより際立って感じられる．
ここにはこの接頭辞の意味が時称と融合を起こしているとの指摘がある
(Wilmanns 1930, S. 171). gaー が過去の行為を表現する場合の有効な
要素であったかどうかに関しては結論を急がずにおくとして，次の例に進
みたい．
6) niu gap pus patei jabai galaubeis, gasailuis wulpu gudis? 
(Joh. 1, 40) 
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信じる者は神の栄光を見るであろうと私は汝に言わなかったか？
7) jabai luas waurd mein fastaip, daupu ni gasailuip aiwa dage. 
(Joh. 8, 51) 
私の言葉を守る者は，永遠に死を目にしないであろう．
8) leitil jah ni sailuip mik, jah aftra leitil jah gasailuip mik. 
(Joh. 16, 19) 
暫く汝らは私を見ないが，暫く後に私を見るであろう．
9) ip is qapuh: ik im; jah gasailuip pana sunu mans af 
taihswon sitandan mahtais. (Mrk. 14, 62) 
すると彼は言った：私がそうだ，そして汝らはその人の子が力（あ
る者）の右に座しているのを見るであろう．
これらの例では gasailuanは恐らく未来を表しているのではないかと考
えられる．特に例文7では「私の言葉を守る者は．死を永遠に見ないであ
ろう」と，まさしくこれからそのような状況がおこることを言い表してい
る．つまり完了相の動詞が表す行為は．シュトライトベルクが述べている
ように，その完結の瞬間は「未来にある」（Streitberg1981., S. 46)のだ
から，これを未来を示す手段に用いても我々には納得がいくのである庄
さて gasailuanについて我々はさらに次の点を調べてみなければなら
ない．それは上述したように完了相の gaー の意味が過去時制と何らかの
結びつきを持っていたのかという点である．後に見るように gaー 動詞は
確かに過去時制の用例が目立って多い．しかしこの表面的な現象だけを取
り上げて， gaー は過去を表現するに適していたと見なすのは誤りであろ
ぅ．例えばグリムを見ても確かに gaー 動詞が過去時制のかたちで頻繁に
登場している事実とこの接頭辞の意味の過去時制との関連性の存在は感じ
られるのだが，しかしグリムは，「この小詞が著しく過去時制に偏ること
(vorneigung)」（Grimm1878, S. 829)はあるが．それは時制の区別か
らは独立していたと述べている．つまりこの両者の間には何の因果関係も
ないと考えてもよさそうである．ただ，今日のドイツ語では geー が過去
分詞を表すための記号となっているのであるから，ゴート語の gaー には
時制と関連する点があったとする論も簡単には一蹴できない．とにかく我
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我は飽くまでも慎重に実例を検証してからこの問題に取り組みたい．
ここで gasailuanの調査結果を表にしておくことにする．
gasailuan:全体で159例14
a)形態別統計
Pras. : 40 (25, 2%) 
Pr且t. : 49 (30, 8%) 
b) gaー の意味
完了的： 159(100%) 
C)完了的未来
Part. Perf. : 6 (3, 8%) 
Part. Pr註s.: 55 (34. 6%) 
Inf. : 9 (5. 7%) 
現在形40例中 9例 (22,5%) 
(Joh. 1, 40. 8, 51. 16, 16.16, 
17.16, 19. ; Luk. 3, 6.17, 
2. ; Mrk. 14, 62. 16. 7.) 
以上の数値からは過去形は必ずしも多数派とは言えない．
3. 2. 
次に全部で139箇所で確認された galeipan(kommen, gehen)を先程
と同様のやり方で分類してみよう．まず次の例を見ていただきたい．
10) Afar pata galaip Iesus ufar marein po Galeilaie jah 
Tibairiade. (Joh. 6, 1) 
その後，イエスはチベリアの住民の湖ガリラヤ湖を渡っていった
11) jah galaip in Iairusaulwma Iesus jah in alh; (Mrk. 1, 11) 
そしてイエスはイェルサレム入り，神殿へ入った
12) jus galeipip in dulp po, ip ik ni nauh galeipa in po dulp, 
(Joh. 7, 8) 
あなたがたは祭りに行くが，私はまだ祭りに行かない
13) Hausidedup ei ik qap izwis: galeipa jah qima at izwis; 
(Joh. 14, 28) 
私は行く，そしてあなたがたのところに来ると私があなたがたに言
ったのを聞いていた
14) jab pu Kafarnaum,ャuund himin ushauhida, dalap und halja 
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galei]:>is (Mat. 1, 23) 
そして汝カファルナウムよ，お前は天にまで高められたが，お前は
地獄の底へ行くのだ
これらの例は他のほとんど全ての例と同様， 「イエスはガリラヤ湖を渡っ
ていった」，「イェルサレムヘ入った」，「あなたがたは祭りに行くが，私は
まだ祭りに行かない」，「私は行く， そしてあなたがたのところに来る」，
「お前は地獄の底へ行くのだ」というように完了相が明確に現れていると
思われる．そもそもこの動詞はそれ自体の意味から考えてみると，継続相
的には解釈ができないようである．ただ，例文12に見られるように「行く」
という動作はこれから起こり，完結するのであるから，現在形では完了的
未来を表す可能性が無きにしもあらずと思われる．しかしここでは前後の
文脈から考えて，未来を表しているとは断言できない．
この動詞の例について明確に完了的未来を表していると思われる例は次
のものであろう．
15) Panuh andhof imma Seimon Paitrus : frauja, du luamma 
galei]:>aima? (Joh. 6, 68) 
そのときシモン・ペトロが彼に答えて言った，『主よ， 我々は誰の
ところへ行きましょうか．』
16) jah ]:>an jabai ist mis wair]:> galei]:>an, galei]:>and mi]:> mis. 
(lKr. 16,4) 
それで，私にとって行くという価値があれば，彼らは私と共に行く
であろう．
17) jabai luas mik frijop, [jah] waurd mein fastaip, jah atta 
meins frijo]:> ina, jah du imma galei],os (Joh. 14, 23) 
私を愛する者，私の言葉を守る者は，我が父もその者を愛し，また
父と私はその者のところへ行くであろう．
18) jah galeipand ]:>ai in balwein aiweinon, (Mat. 25, 46) 
そしてその者たちは永遠の罪に入ることであろう．
?
例文15は「誰のところへ行きましょうか」とたずねているのだが，そこに
はこれから行くというニュアンスが含まれており，明確な未来を表してい
ると言えよう．例文16は「私にとって行くという価値があれば，彼らは私
と共に行くだろう」，例文 17は「私を愛する者であれば，………（あなた
は）彼のところにいくだろう」，例文18は「その者たちは永遠の罪にはい
るであろう」，と解釈できる．
最後にこの動詞の統計を出してみるが，この動詞の場合は過去形が際立
って多い．
galeipan:全体で139例15
a)形態別統計
Priis. : 20 (14, 4%) 
Prat. : 76(54, 7%) 
Part. Perf. : 0 (0 %) 
Part. Pras. : 19 (13, 796) 
Inf. : 24 (17, 3%) 
b) ga一の意味
完了的：139(100%) 
C)完了的未来
現在形 20例中 4例 (20,0%)
(Joh. 6, 68. 14, 23. 1 Kr. 16, 4. 
Mat. 25, 46.) 
3. 3. 
gataujan (vollbringen, bewirken)は全部で89箇所に現れた．
19) swa filu imma taikne gataujandin in andwairpja ize, ni 
galaubidedun imma, (Joh. 12, 37) 
彼らの眼前で彼はこれほど多くのしるしを行ったのだが，彼らは彼
を信じなかった，
20) waila allata gatawida jah baudans gataujip gahausjan jah 
unrodjandans rodjan. (Mrk. 7, 37) 
なされたこと全てはすばらしい，彼は耳の聞こえぬ者を聞こえるよ
うにし，話すことの出来ない者を話せるようにする．
21) J:ua gatawida加s?
彼はお前に何をしたのか？
22) gawandei puk du garda peinamma jah usspillo J:uan filu ga-
(Joh. 9, 26) 
?
tawida ],us gu],. (Luk. 8, 39) 
あなた自分の町へ戻りなさい．そして神があなたにどれほど多くの
ことをなして下さったかを告げなさい．
23) i], ],o waurstwa ni gatawidedjau in im ],oei an],ar ainshun 
ni gatawida, (Joh. 15, 24) 
もし私が彼らのなかで他のどんな者も行わなかった業をやらなかっ
たなら，
例文20は，過去分詞，，gatawida"が完了の意味を有しているのはことさ
ら強調するまでもなかろうが， ,,gatauji],"は非常に興味深い例であろう．
文脈上の理由もあるだろうが，これは「耳の聞こえない者を聞こえるよう
にし，話せない者を話せるようにする」と解せて，正にある状態の開始を
告げている．典型的な完了相の gaー の例の一つと言えよう．例文21,2, 
23はそれぞれに過去時制の例であり言うまでもなく完了相であることがよ
く理解できる．
ところで例文19であるが，これは現在分詞の独立与格を用いた例であり，
「彼らの眼前で彼がこれほど多くのしるしをおこなったのだが」と解せる．
ここでは続く，，galaubidedun“ が過去形なので，この分詞構文は明らかに
過去のことを述べていると思われる． gaー による完了相の表明はここでも
極めて明瞭になっているので，完了相化の gaー は専ら過去時制や過去分
詞に好んで付加されたということは，慎重に調査してから述べるべきであ
ろう．そして我々はヴィルマンスの言う，時制と相とが直説法過去におい
ても分詞の場合と同様に融合の傾向を示すという見解 (Wilmanns1930 
s. 171)の意味するところを考えてみるぺきである屯
24) jah qa], im Iesus: hirjats afar mis, jah gatauja igqis wair],an 
nutans. manne. ・ (Mrk. 1, 17) 
そして彼らにイエスは言った， 『私の後について来なさい， そうす
れば私はあなたがたを人間の漁師にしてあげよう．』
25) jah ],an saiada, urrinni], jah wair],i], allaize grase maist jah 
gatauji], astans mikil;ms, swaswe magun uf skadau is fuglos 
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himinis gabauan. (Mrk. 4, 32) 
それから，（種は）蒔かれると芽を出し， 全ての野菜のなかの最も
大きなものとなるだろう，そしてその木陰に空の鳥たちが巣を作れ
るほど大きな枝をつけるであろう．
26) appan sa andstaldands fraiwa pana saiandan jah hlaiba 
du mata andstaldip jah rnanagjai fraiw izwar jah wahsjan 
gataujai akrana uswaurhtais izwaraizos; (2Kr. 9, 10) 
しかしその種を蒔く人に種を与えてくれるそのお方は食べる為のパ
ンも与えてくれる，あなたがたの種を増やし，あなたがたの正義の
実を育ててくださるであろう．
27) ju panaseips ni im wairps ei haitaidau sunus peins; gatawei 
mik swe ainana asnje peinaize. (Luk. 15, 19) 
私はもう貴方の息子と呼ばれる資格のあるものではありません．ど
うか私を貴方の雇い人の一人にしてください．
例文24,25は共に「お前たちを人間の漁師となるようにするであろう」，
「天の鳥がその陰で巣を作ることができるような枝をつけるだろう」と解
釈でき，完了的未来であるのは明らかであろう．例文26も「あなたたちの
正義の実を育ててくれるであろう」という解釈が可能であり，完了的未来
と言えよう．しかし例文27はどうであろうか．これは「私をあなたの雇い
人の一人にしてください」と読める．このgaー は完了相を示すというより
も，動詞の意味を強めていると感じられないだろうか．この例自体が命令
法なのでそういった感想を抱くのかもしれないが，事実動詞の意味を強め
る働きをこの接頭辞は持ち得るのである (Ibid.S. 167)．ただしgataujan
に関しては，命令法はこの 1例のみであり，他の語の例を全て検討するま
では断言すべきではないかもしれない"•
以上の結果を統計にしてみたい．ここでもまた過去形が多数派となる．
gataujan:全体で89例18
a)形態別統計
Pras: ・ : 12(13, 5彩）
b) gaー の意味
完了的： 88(98,9%) ，?
Prat. : 66 (74, 2%) 
Part. Perl. : 2 (2, 2彩）
Part. Pras. : 2 (2, 2彩）
Inf. : 7 (7, 9彩）
強意的： 1(1, 1彩）
C)完了的未来
3. 4. 
現在形 12例中 3例 (25,0彩）
(Mrk. 1, 17. 4, 32. 2Kr. 9, 10) 
次に我々は gameljan(schreiben, aufschreiben)を調べてみる．現
在形では次の例文の命令形が1例確認されただけである．
28) nim pus bokos jah gasitands sprauto gamelei fimf tiguns. 
(Luk. 16, 6) 
この証文をとり，座ってすぐに50と書きなさい．
この gaー もはたして先の gataujanのときと同じく強意の gaー であろ
うか．何れにせよここでも唯1例しか確認できない．ただ，やはり疑わし
いものはここでは最後まで疑っておいてもよいだろう．
その他の例は次のようなものがある．
29) ip is sokjands spilda [nam] ga(h)melida qipands: 
(Luk. 1, 63) 
しかし彼は板を探してそれを取って，言いながら書いた，
30) ip nu gamelida izwis ni blandan, (lKr. 5, 11) 
しかし今はあなたがたに私は交わるなと書いた，
31) swaswe gamelip ist: Iakob frijoda, ip Esaw fijaida. 
(Rom. 9, 13) 
ヤコプを私は愛したが，工サウを憎んだ，と書かれてあるように．
32) Warp pan in dagans jainans, urrann gagrefts fram kaisara 
Agustau, gameljan allana midjungard. (Luk. 2, 1) 
それからあの日々にこういうことが起こった，つまり皇帝アウグス
トゥスから人が住む土地全てを登録せよとの指令が出た．
10 
例文29,30はそれぞれ「書いた」ということであるから問題なく完了相を
示す gaー であると言える．例文31は過去分詞であり，ここでは中性・単
数・主格の形で「書かれたもの」である．例文32は不定詞であり，これも
この 1例のみ確認された．「登録させる」という意味であるが，接頭辞は
疑いなく完了相である．
この gameljanは大多数が過去分詞の形で確認されており， 過去時制
のものがその後に続く．接頭辞自体の意味は例文28の場合を除けば全て完
了的である．
gameljan:全体で71例19
a)形態別統計
Pras. : 1 C 1,4%) 
Prat. : 13 (18, 3%) 
Part. Perf. : 56 (78, 9%) 
Part. Pras. : 0 (0 %) 
Inf. : 1 (1, 4%) 
b) gaー の意味
完了的： 70(98,6%) 
強意的： 1(1, 4%) 
C)完了的未来
なし
3. 5. 
gahausjanは全部で73例が確認された．それらの中で次の例に強意の
働きがあると思われる他は gaー は全て完了相である．
33) paurbum weitwode ? sai, nu gahausidedup po wajamerein is. 
(Mat. 26, 65) 
証が我々は必要か？見よ，彼の下卑た叫びをあなたたちはしかと聞
いたのだ．
この例では問題の動詞は「はっきりと聞いた」と解せるであろう．聞くと
いう行為に対して何らかの確認を行っているのである． ga一の持つ強意の
機能がよく現れていると思われる．
またこの動詞に関しては次のような例がよく見られた．
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34) saei habai ausona hausjandona, gahausjai. 
聞こえている耳を持っている者は，聞きなさい．
35) saei habai ausona du hausjan, gahausjai. 
聞くための耳をもっている者は，聞きなさい．
(Mat. 11, 15) 
(Luk. 8,8) 
まだ類似のものはいくつかあるが，どれもほぽ同じ内容の例文である．し
かし接頭辞の付加された形と，接頭辞を持たない形とが同一の文章の中で
これほど接近して出現してくる例は稀であろう．ともに「聞く耳を持つ者
は，聞きなさい」というような意味に解釈できるが， ga一の有する完了相
化の機能的意味がこれまでの中では最も明確に感じられる．すなわち，耳
は最初から音を聞くという機能を持つ器官であり，何らかの障害によりそ
の機能を失わない限りは，常にそれを通じて音が間断なく聞こえてくるの
である．ここには聞き取ろうとする姿勢は存在しない．しかし gaー を有
する場合にはある一点の対象に関して，聞き取ろうという行為が行われる
のであり，その行為はこの瞬間に完結しているのである．
さらに次の例文を見てみよう．
36) waila allata gatawida jah baudans gataujip gahausjan jah 
unrodjandans rodjan. (Mrk. 7, 37) 
なされたことすべてがすばらしい，彼は聞こえぬ者を聞こえるよう
にし，話せない者を話せるようにする．
37) blindai ussailuand, jah haltai gaggand, prutsfillai hrainjai 
wairpand, jah baudai gahausjand, (Mat. 11, 5) 
目の見えない者の目は開き，足の萎えた者は歩き出し，瀬病患者は
清くなり，耳の聞こえぬ者は聞こえるようになる，
38) patei blindai ussailuand, haltai gaggand, prutsfillai gahrain-
janda, baudai gahausjand,. (Luk. 7, 22) 
目の見えぬ者の目は開き，足の萎えた者は歩き出し，耳の聞こえぬ
ものは聞こえるようになる，ということを，
これらの例における gahausjanは全て起動的 (ingressiv)であるといえ
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る．「聞こえるようにする」，「聞こえるようになる」のである包
以上の点をふまえて統計を出してみると次の結果となった．ここでは現
在分詞が際立って多い．また完了的未来と思われる例は見出せなかった．
過去時制で現れているものは全体の 1/4以下で多数派とは言い難い．
gahausjan:全体で73例21
a)形態別統計
Pr且s. : 14(19, 2%) 
Prat. : 17(23, 3%) 
Part. Perf. : 1 (1, 4%) 
Part. Pr椒s.: 40(54, 8%) 
Inf. : 1 (1,4%) 
b) gaー の意味
完了的： 73(100%) 
C)完了的未来
なし
3. 6. 
gaswiltan (sterben, absterben)は43例確認できた．この動詞も先の
gahausjanと同じ<,完了相が極めて理解しやすい例である．
39) mi砂aneiis rodida pata du im, paruh reiks ains qimands 
inwait ina, qipands patei dauhtar meina nu gaswalt ; 
(Mat. 9, 18) 
彼がこれを彼らに語っていた間に，そこヘ一人の金持ちがやって来
て，恭しく挨拶をし，私の娘が今死にましたと言った，
40) afleipip, unte ni gaswalt so mawi, ak slepip. (Mat. 9, 24) 
ぁちらへ行きなさい，その少女は死んだのではなく，眠っているの
だから．
例文39は「自分の娘が今死んでしまった」のであり，そこにはもう二度と
息を吹き返すことはないということが前提として当然考えられる．話は例
文40へとつながっていきイエスは「少女は死んだのではなく，眠っている
のだから」と言うが， 動詞 gaswiltanによって表される行為は全く完結
したものなのである．それに対して「眠っている」はいつかは目を覚ます
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ことが前提となっている継続した状態を表しているのである．
また，完了的未来を示しているものとしては次の例が確認された．
41) matjam jah drigkam, unte du maurgina gaswiltam. 
(lKr. 15, 32) 
我々は食べて飲もう，明日には死ぬだろうから．
この例文では「明日に (dumaurgina)」という時間の規定語句があるた
め未来となっているとも思えるが，接頭辞の働きは否定し難い．結論とし
てはこの gaー はまさに完了相化の手段なのである竺
gaswiltan:全体で43例23
a)形態別統計
Pras. : 8 (18, 6%) 
Prat. : 25 (58, 1%) 
Part. Perl. : 0 (0 %) 
Part. Priis. : 4 (9, 3%) 
Inf. : 6 (14, 0%) 
b) gaー の意味
完了的： 43(100%) 
C)完了的未来
3. 7. 
現在形 8例中 1例 (12,5彩）
(1 Kr. 15, 32) 
次に gabairan(gebaren)を見ておきたい．ここでは gaー が完了相で
も強意の接頭辞でもない例が一つ見出される．
42) jah gap: lue galeikom piudangardja gudis, aippau in luileikai 
gajukon gabairam po? (Mrk. 4, 30) 
そして言った，『我々はどんなふうに神の国を例えようか， すなわ
ちどのような例えでそれを比べようか？』
ここでは gabairanは字義どおりには，，zusammentragen"であり， ま
さしくラテン語の com—と対応する．しかもこの 1 例以外， ga-がその
ような具体的な意味を持っている例はこの動詞については見出されなかっ
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た．先にもふれたが，この接頭辞は元来は随伴的な意味を持ったものであ
り，記号的な gaー ではない．この例では本来の意味の gaー が出てきてい
るのである．
その他の例では全て完了的な意味であり，また完了的未来も 2例見出せ
た．
43) ip Aileisabaip usfullnoda mel du bairan jab gabar sunu. 
(Luk. 1, 57) 
さてエリサベツに生むための時が満ちた，そして彼女は息子を生ん
だ．
44) ni ogs pus, Zakaria, dupe ei andhausida ist bida peina, jab 
qens peina Aileisabaip gabairid sunu pus, (Luk. 1, 13) 
恐れるでない，ザカリアスよ，汝の望みは聞きとどけられたのだか
ら，そして汝の妻エリサベツは汝に息子を生むであろう．
45) jab sai, ganimis in kilpein jab gabairis sunu jab baitais 
namo is Iesu. • (Luk. 1, 31) 
そして見よ，汝は受胎し，息子を生むであろう，そしてその名をイ
エスとつけるように．
例文43は gaー の完了相化の働きを知る好ましい例と言えよう．，，bairan"
は「生む」という行為がいつでも起こり得る可能性を秘めており，その行
為が完結するときまで続いていることがこの例文から読み取れるであろ
ぅ．例文44,45は「お前に息子を生んでくれるだろう」，「お前は息子を生
むだろう」と解せるように，これからその行為の完結を見出すのであるか
ら明らかに完了的未来としてよいであろう．
この動詞は全部で26箇所に確認された．
gabairan:全体で26例“
a)形態別統計
Pras. 
Prat. 
9 (34,6%) 
2 (7,7%) 
b) gaー の意味
完了的： 25(96,2%) 
随伴的： 1(3,8%) 
15 
Part. Perl. : 13(50, 0彩）
Part. Pras. :. o (o彩）
Inf. 2 (7,7彩）
C)完了的未来
3. 8. 
現在形 9例中 2例 (22,2彩）
(Luk. 1, 13. 1, 31.) 
以上接頭辞 gaー を持つ動詞について考察を進めてきたのであるが， 紙
面の制約上区切りをつけざるを得ない．我々はここでその他の少数の用例
が確認されたものを最後にできる限り調査資料として挙げておきたい．
まず galeikan(gefallen)であるが， これは全部で20例確認できた．
接頭辞は全て完了的意味を持ち，完了的未来は調査した限りでは見出され
なかった．
galeikan:全体で20例25
a)形態別統計 b) gaー の意味
Pras. 4 (20,0%) 
Prat. 4 (20,0彩）
Part. Perl. 7 (35,0%) 
Part. Pras. : 2 (10, 0%) 
Inf. 3 (15, 0彩）
完了的： 20(100彩）
C)完了的未来
なし
続いてその他の20例未満のものの統計を挙げておく．
gatairan (zerstoren)：全体で19例26
a)形態別統計 b) gaー の意味
Pras. : 9 (47, 4彩） 完了的： 19(100彩）
Prat. : 1 C 5,3彩）
Part. Perl. : 1 (5, 3彩） C)完了的未来
Part. Pras. : 5 (26, 3%） 現在形 9例中 1例 (11,1彩）
Inf. : 3 (15, 8彩） （1 Kr. 15, 24) 
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gawaljan (erwahlen)：全体で18例27
a)形態別統計 b) gaー の意味
Pras. : 1 (5, 6形） 完了的： 18(100%) 
Prat. : 7 (38, 9%) 
Part. Perf. : 9 (50, 0%) c)完了的未来
Part. Pr函s.: 1 (5, 6%） なし
Inf. : 0(0 %) 
galausjan (erlosen)：全体で14例28
a)形態別統計 b) gaー の意味
Priis. : 4 (28, 6%) 完了的： 14(100%) 
Prat. : 7 (50, o形）
C)完了的未来Part. Perl. : 2 (14, 3彩）
Part. Priis. : 0 (0 形） 現在形 4例中 1例 (25,0%)
Inf. 1 (7,1彩） C 2Kr. 1, 10) 
ga]:,rafstjan (trosten)：全体で14例29
a)形態別統計 b) gaー の意味
Pr且s. : 4 (28, 6%) 完了的： 14(100形）
Prat. : 4 (28, 6形）
Part. Perf. : 5 (35, 7%) 
Part. Pras. : 0 (0 %) 
Inf. : 1 (7, 1%) 
C)完了的未来
なし
gaplaihan (ermahnen)：全体で11例30
a)形態別統計 b) ga—意味
Pras. 4 (36, 4飴） 完了的： 11(100形）
Prat. 0 (0 形）
Part. Perf. 0 (0 %) C)完了的未来
Part. Pr椒s.: 4 (36, 4形） なし
Inf. 3 (27,3%) 
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gaarman (sich erbarmen)：全体で10例31
a)形態別統計 b) gaー の意味
Pr椒s. 4 (40,0%) 完了的： 10(10096) 
Prat. 1 (10, 0%) 
Part. Perf. 5 (50, 0%) C)完了的未来
Part. Pras. : O (O 形） 現在形 4例中 1例 (25,0%)
Inf. : 0 (0 形） (Rom. 9, 15.) 
4. 結びに代えて
以上我々はゴート語の ga—動詞のいくつかについて，意味および形態を
分析し統計数値を示してきた．ここで結びに代えて現段階までの調査結果
の総括を行い，本論考をひとまず終えることとしたい．
まず今までの調査資料を総合して統計を出してみると次のようになる．
ga-Verben : 14語 706例
a)形態別統計
Pras. : 134 (19, o~る）
Prat. : 272 (38, 5%) 
Part. Perf. : 107 (15, 2%) 
Part. Pr椒s.: 132 (18, 7%) 
Inf. : 61 (8, 6%) 
b) gaー の意味
完了的： 703(99,6%) 
その他： 3 (0,4%) 
C)完了的未来
現在形総数 134例中
22例 (16,4%)
形の上ではやはり過去時制として現れる率が最も多かった．この時点では
接頭辞 g年は過去時制に頻繁に出現していたとするのは正しいようであ
る．従ってこの接頭辞の機能的な意味からして，時制としての過去と結び
つく傾向の存在は全く否定できないかもしれない．また分詞に関しては現
在分詞も過去分詞も率としてはそれほど大差がないようであり，ゴート語
のこの接頭辞は，現代語のそれとは異なり，過去分詞を形成するためだけ
に使用されていたとは考えられにくいであろう．しかし意味の点では本論
考の続編で扱う gaqimanなどに見られる具体的な，，zusammen‘‘ という
意味を失っている例は圧倒的に多く，この点では gaー は完了相化のため
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の象徴的な記号と化していると言えよう．従ってゴート語の gaーは， ぁ
る造語要素が完全に記号化していく過渡期の様相を呈している例と考えら
れるであろう．
我々は統計資料に基づく調査についてはあくまでも慎重でありたい．そ
のためにも早急な結論を出すのは現段階では避けざるを得ない．収集した
資料全てに言及できなかったが，それら残された資料の分析結果は次の機
会に譲り，改めて結論を出したい． （続く）
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19 Priis.: Luk. 16, 6. / Prat.: Joh. 5, 46.; Luk. 1, 63. 20, 28.: Mrk. 10, 5. 12, 
19.; lKr. 5, 9. 5, 11.; 2Kr. 2, 3. 2, 4. 2, 9.; Gal. 6, 11.; Phm. 19. 21. / 
Part. Perf.: Luk. 2, 23. 3, 4. 4, 14. 4. 8, 4, 10. 4, 17. 7, 27. 10, 20. 10, 
35. 18, 31. 20, 17. 10, 26. 19, 46.; 2Kr. 3, 2. 3, .4, 13. 8, 15. 9, 9.; Mat. 
8,17. 11,10.; Joh. 13,18. 15,25. 17,12. 6,31. 6,45. 8,17. 10,34. 12,14. 
12,16.; Mrk. 12,10. 15,28. 1,2. 7,6. 9,12. 9,13. 11,17.; Rom. 9,17. 
8, 36. 9, 13. 9, 3. 10, 1. 10, 15. 1, 26. 12, 19. 14, 1. 15, 4. 15, 9.; lKr. 
15, 54. 1, 19. 4, 6. 9, 9. 14, 21.; Gal. 4, 30. 4, 2. 4, 27. exp. A./ Inf.: 
Luk. 2, 1 
?0 例文42,44の gahausjan以外の動詞も起動的であると思われるが， これに
ついては紙面の制約上別の機会に譲りたい．
21 Friis.: Mat. 10, 27. 1, 4.; Mrk. 8, 18. 1, 5. 4, 9. 4, 23. 7, 16. 1, 5. 4, 
15.; Luk. 8, 8. 7, 22. 14, 35.; 2Krd2, 6.; Php. 1, 27. / Prat.: Joh. 19, 8.; 
Luk'9, 7. 15, 25. 2, 20. 10, 24. 16, 14. 7, 22.; Sk. 6, 26. 6, 23. 4, 20. 4, 
24.; Mrk. 6, 14. 14, 58. 1, 14. 1, 18.; Mat. 26, 65.; Php. 4, 9. / Part. 
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Perf.: Joh. 9, 32./ Part. Pr且s.:Luk. 19, 1. 2, 18. 8, 10. 8, 14. 8, 15. 8, 
21. 18, 26. 20, 16. 7, 29. 20, 45. 7, 3. 7, 9. 8, 50. 14, 15. 18, 2. 18, 23. 
18, 36.; Mat. 27, 47. 8, 10. 9, 12. 1, 2.; Mrk. 3, 8. 6, 29. 10, 41. 14, 1. 
15, 35. 5, 27. 7, 25. 2, 17. 5, 36. 6, 16. 10, 47. 12, 28.; Joh. 6, 60. 12, 12. 
12, 29. 6, 45. 1, 4. ; Eph. 1, 13. 1, 15. / Inf.: Mrk. 7, 37. 
22 swiltan (im Sterben liegen)を参照 (Luk.8,42) 
23 Prlis.: Joh. 1, 16. 12, 4.; lKr. 15, 32. 15, 51.; Mrk. 9, 4. 9, 46.; Rom. 
7, 2. 7, 3./ Prat. : Mat. 9, 18. 9, 24.; Mrk. 5, 35. 9, 26. 12, 2. 15, 4. ; 
Luk. 8, 52. 8, 53. 16, 2. 20, 30. 20, 31.;Joh. 11, 14. 1, 32. 6, 49.; Gal. 
2, 19. 2, 21.; Rom. 14, 15,; lKr. 8, 1. 15, 3. ; 2Kr. 5, 15 (3例）．； 1Tb.4, 
14. 5, 10.; Kol. 2, 20. / Part. Prlis. : 2Kr. 5, 15. 6, 9.; lKr. 15, 31.; Mrk. 
12, 20. / Inf.: Luk. 16, 2. 20, 36.; Joh. 18, 32. 19, 7.; 2Kr. 7, 3. (2例）．；
Php. 1. 21. 
24 Prlis.: Luk. 1, 35. 1, 13. 1, 31.; Sk. 2, 6. 2, 19. 2, 16. 2, 11.; Mrk. 4, 30; 
2Tm. 2, 23. / Prat.: Luk. 1, 57. 2, 7. / Part. Perf.: Joh. 16, 21. 8, 41. 9, 
32. 9, 2. 9, 19. 9, 20. 9, 34. 16, 21. 18, 37.; Luk. 2, 11.; Rom. 9, 11.; Gal. 
4, 23. / Inf. : Sk. 2, 10. 2, 15. 
25 Pras.: Kol. 1, 10.; 2Tm. 2, 4.; Rom. 14, 18.; 2 Kr. 12, 10. / Prat.: Luk. 
1,3.; lKr. 1,21.; Kol. 1,19.; 1Tb. 3,1./ Part. Perf.: Luk. 3,22. 10,21.; 
Mrk. 1, 11.; Rom. 12, 1. 12, 2.; Eph. 5, 10.; Kol. 3, 20. / Part. Prlis.: 1Tb. 
2, 15. ; Mrk. 6, 2. ; Inf. : Rom. 8, 8. ; 2Kr. 5, 9. ; 1Tb. 4, 1. 
26 Pras.: Rom. 14, 20 ; Mrk. 14, 58.; lKr. 15, 26. 13, 8. 15, 24.; 2Kr. 3, 14. 
5, 1. ; Mat. 5, 19.; Joh. 7, 32. / Prat.: Gal. 2, 18. / Part. Perf.: Gal. 5, 1. / 
Part. Pras.: 2 Kr. 10, 5.; 2 Tm. 1, 10; Mrk. 15, 29.; Eph. 2, 14. 2, 15. / 
Inf.: Joh. 10, 35.; Mat. 5, 17(2例）．
27 Prlis.: 1Tm. 5, 9. / Prat.: Joh. 6, 70. 13, 18. 15, 16 (2例）． 15,19.; Mrk. 
13, 20.; Eph. 1, 4. / Part. Perf.: Mrk. 13, 20. 13, 2. 13, 27.; Neh. 5, 18.; 
Kol. 3, 12.; Tit. 1, 1.; 1Tm. 5, 21; Luk. 18, 7.; 2Tm. 2, 10. / Part. Pras.: 
Luk. 6, 13; 
28 Prlis.: 2Kr. 1, 10 (2例）．； Rom.7, 2.; 2Tb. 3, 3. / Prat.: Mrk. 5, 4; 2Kr. 
1, 10.; Kol. 1, 13.; 2Tm. 3, 11(2例）．； Sk.1, 16.; Luk. 19, 23. / Part. Perf.: 
Luk. 1, 74. ; 1Kr. 7, 27. / Inf.: Sk. 1, 10. 
29 Prlis.: Eph. 6, 22;; Kol. 4, 8.; 2 Th. 2, 17.; 2Kr. 1, 6. / Prat.: 2Kr. 1, 4. 
7, 6.; Joh. 11, 19.; 1Kr. 16, 18. / Part. Perf.: 2Kr. 7, 7. 1, 4. 7, 13. 13, 11.; 
22 
1Th. 3,7./ Inf.: 2Kr. 1,4. 
30 Pras. : 1 Tm. 5, l. 6, 2. 5, 8.; 2Tm. 4, 2./ Part. Pr且s.:lTh. 2; 1; 2Kr. 
5, 20. 7, 6.; Mrk. 10, 16. / Inf.: 2Kr. 2, 7A. 2, 7B. Tit. 1, 9. 
31 Pras.: Rom. 9, 15. 11, 31. 11, 32.; Php. 2, 27. / Prat.: Mrk. 5, 19.; Part. 
Perf.: Rom. 11, 30.; lTm. 1, 13. 1, 16.; lKr. 7, 25.; 2Kr. 4, 1. 
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Gotische Verben mit dem Präfix ga- (1) 
Koji SHIOMI 
Es gibt in der deutschen Wortbildung allgemein zwei Ablei-
tungsweisen : Präfigierung und Suffigierung. Die Suffigierung setzt 
man zur Bildung von Adjektiven (brauch-bar, künst-lich) ein, 
die Präfigierung besonders zur Bildung von Verben (er-fahren, 
be-stätigen). 
Die deutsche Sprache kennt heute noch viele Verben, die durch 
Präfigierung abgeleitet sind; die nördlichen germanischen Sprachen 
neigen zur Aufgabe solcher Verben (Henzen 1957, S. 104). Es 
scheint daher, daß die Ableitung der deutschen Verben durch die 
Präfigierung eine vergleichsweise hohe Produktivität hat und dies 
einer der Gründe für den Reichtum des deutschen Wortschatzes 
ist. 
Bei der Ableitung der Verben benutzt man insbesondere unbe-
tonte Präfixe. Doch nicht alle unbetonten Präfixe weisen eine 
hohe Produktivität auf. Zudem haben wir ein Präfix, das schon 
seine Produktivität bereits verloren hat. Ge- ist ein solches Präfix. 
Es hat in der Gegenwartssprache bei der Verbenableitung keine 
Produktivität mehr. Ge- ist heute sozusagen nur ein Zeichen, 
mit dem das Partizip Perfekt gebildet wird. 
In der älteren Sprache war jedoch das Präfix bei der Ableitung 
sehr brauchbar, und zwar auch bei der des Verbs. 
„In der älteren Sprache verbindet sich diese Partikel wie mit 
Nominibus so auch mit Verben häufiger als jede andere ... " 
(Wilmanns 1930, S. 167). 
So hatte das Gotische viele Verben mit dem Präfix ga- (nhd. ge-). 
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Einige Reste davon findet man noch heute, z. B. : gebären, genesen, 
glauben u.s.w. Aber die eigentliche Bedeutung dieses Präfixes ist 
im Nhd. fast verloren. 
Das Präfix ge:- entspricht dem lat. con- ,,zusammen, mit". Es 
hatte also ursprünglich eine soziative Bedeutung. Im Gotischen 
sind einige ge-Verben mit dieser Bedeutung erhalten, z.B. gaqiman, 
gagaggan (zusammenkommen). Doch in den meisten ga-Verben ist 
eine solche Bedeutung nicht mehr wahrnehmbar. Sie verblaßte und 
ga- erhielt eine funktionelle Bedeutung: die der Perfektivierung. 
Die Verben, die mit diesem ga- verbunden wurden, gewannen 
eine perfektive Aktionsart ; sie beschrieben die Handlung im 
Hinblick auf ihre Vollendung. 
1) jah nam anpar po gen, jah sa gaswalt unbarnahs. (Luk. 20, 
30) ,,und der starb, ohne Kinder zu hinterlassen." 
2) unte dauhtar ainoho was imma swe wintriwe twalibe, jah 
so swalt. (Luk. 8, 42) ,,denn (sie) war für ihn eine einzige 
Tochter von 12 Jahren, und sie lag im Sterben". 
Im ersten Beispielsatz repräsentiert „gaswalt" eine punktuelle 
vollendete Handlung, dagegen stellt „swalt" im zweiten eine 
durative Handlung dar. 
Außerdem können ga-Verben mit perfektiver Aktionsart einen 
futurischen Sinn haben, ,,denn der Augenblick der Vollendung der 
Handlung, auf den das Perfektiv hinweist, liegt in der Zukunft". 
(W. Streitberg 1981, S. 46) 
3) qens peina Aileisabaip gabairid sunu pus, (Luk. 1, 13) ,,deine 
Frau Elisabeth wird dir einen Sohn gebären," 
So wissen wir heute, daß das gotische Verbalpräfix ga- eine 
soziative Bedeutung und perfektivierende Funktion hat. 
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Wir behandeln in vorliegender Untersuchung em1ge gotische 
ga-Verben, die aus der „Gotischen Bibel" von W. Streitberg 
gesammelt worden sind. Dabei analysieren wir die Corpus-Bei-
spiele im Kontext nach Bedeutung und Zeitstufe. Das Ergebnis 
stellen wir in einer statistischen Tafel dar. 
Es fällt hierbei auf, daß ga-Verben sehr oft im Präteritum 
auftreten. Der Grund dürfte darin bestehen, daß das Präfix ga-
eine perfektivierende Funktion hatte. Dies könnte wiederum 
eine Beziehung dazu haben, daß im Nhd. dieses Präfix schließlich 
ein Zeichen für das Parftizip Perfekt geworden ist. 
Wir hoffen, daß die statistische Analyse der gotischen ga-Verben 
für die historische Sicht der Bildung des deutschen Partizips 
Perfekt nützlich ist. 
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